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小学校 国語 漢字を書く

課題が見られる設問正答率 A ① 二 ２ ５５．４％
A ① 二 ３ ５４．５％

無解答率 A ① 二 ２ １８．２％
A ① 二 ３ ９．９％

A ① 二 ２

正答率が全国平均を１５ポイント以上下
回っており、無解答率も高い。
A ① 二 ３

正答率が全国平均を１０ポイント近く下
回っており、無解答率も高い。

考えられる課題

● 漢字を正しく
書く力

これからの指導の方向性

☆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を、各学年において
生活で使用する文や文章の中で適切に使うことができるように
指導する。

☆ 漢字を正しく読んだり書いたりするとともに語彙を広げるた
めに、辞書を利用する能力や態度を育て、辞書を利用して調べ
る習慣を付けるよう辞書の利用について学習する第３学年から
意図的・計画的に指導する。
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小学校 国語 毛筆で書いた㈠と㈡を書き直した際、
注意した点として適切なものを選択する

課題が見られる設問正答率 ７１．９％
無解答率 ０．８％

正答率が全国平均を１０ポ
イント近く下回っている。

考えられる課題

● 用紙全体との関係に
注目し、文字の大きさや
配列などを決めることが
できる。

これからの指導の方向性

☆ 文字の大きさや配列に注意して文字を書くように指
導する。

☆ 各教科等の学習や日常生活においても、書く目的
や相手、場の状況に応じて適切に書くことができるよう
に指導する。

☆ 毛筆で文字を書く際に気を付けるべき点として
①点画のつながり ②文字の大きさ ③文字の筆順
④穂先の向きや動き ⑤行の中心 を指導する。
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小学校 国語 ローマ字を書く

課題が見られる設問正答率 A ⑧ １ ４４．６％
正答率 A ⑧ ２ ２７．３％
正答率 A ⑧ ３ ３０．６％
無解答率 A ⑧ １ １８．２％
無解答率 A ⑧ ２ ２５．６％
無解答率 A ⑧ ３ ３８．０％

A ⑧ １ 正答率が全国平均を10ポイント近く下回っている。
A ⑧ ２ 正答率が全国平均を15ポイント近く下回っており、

全問中もっとも低い。
A ⑧ ３ 正答率が全国平均を20ポイント下回り、無解答率は

全問中最も高い。

考えられる課題
● 平仮名で表記さ
れたものをローマ字
で書いたりローマ字
で表記されたものを
正しく読んだりするこ
とができる。

これからの指導の方向性
☆ ローマ字表記使って仮名五十音と対応した指導をする。

☆ 母音と子音の組み合わせによる表記や濁音、半濁音長音、
拗音、促音、撥音などについても、音声と関係付けながら規則性
に気付き、身に付けることができるよう指導する。

☆ 他教科等でコンピュータを使った学習と関連付けるなどして、
繰り返し読んだり書いたりする機会を増やす。

Ａ

8

１

次
の
１
と
２
の
言
葉
を
、
例
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
字
で
て

い
ね
い
に
か
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
３
の
ロ
ー
マ
字
は
、
ひ

ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



小学校 国語 「パン職人」に関する本を選んだ目的の説
明として適切なものを選択する

課題が見られる設問
正答率 ６６．１％
無解答率 ３．３％

正答率が全国平均
を10ポイント以上下
回っている。

考えられる課題

● 目的に応じて、複数数の本や
文章を比べ、自分の考えを明確
にしながら読むことができる。

これからの指導の方向性

☆ 「課題を解決するために読む」というように、課題解決
の過程となるような適切な言語活動を行うことができる
よう指導する。

☆ 児童に学習の見通しを持たせる、関連図書を学級に
置いておくなど、児童の課題意識を高めるよう工夫する。

☆ 児童が目的に応じて必要な情報の中からキーワード
を決め、検索することができるように、学校図書館やイン
ターネット利用に関する知識・情報モラルなどを身に付さ
せるよう指導する。
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小学校 算数 日常生活の事象における数学的な表現の活用と解釈（ハードル走）

課題が見られる設問

体育の時間に、40ｍハードル走を行
います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

⑶ 式の中の0.4や0.3は、どのような
時間を表している数だと考えられま
すか。言葉や数を使って書きましょう。

正答率 ９．１％
無解答率 ２１．５％

正答率が1割を下回っており、無解答率が2
割を上回っている。

考えられる課題

● 示された式の中の数値の意味を、ほかの
数値や演算と関連付けて解釈し、それを言
葉や数を用いて記述できる。

これからの指導の方向性

示された式について、式の意味や数値の意味を解釈し、合理的に判断し説明すること
ができるようにする。そのために、実際の指導にあたっては、立式するだけではなく、友
達が考えた式や示された式について、その式の数値はどこから導き出されたものであ
るのか、その数値に対してどのような演算を行っているのかを考える場面を適宜設ける。



小学校 算数 図形の構成と論理的な考察（三角定規でつくる形）

課題が見られる設問

右のような、30°，60°，90°の角を持つ三
角定規があります。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
⑴ 次に、下のように、②の二等辺三角形を選
んで形をつくります。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
360÷120は、どのようなことを計算している
式ですか。

言葉と数を使って書きましょう。その際、
「360」と「120」が何を表しているかがわかるよ
うにして書きましょう。

正答率 ６．６％
無解答率 ２４．８％

約1/4の児童が無解答

考えられる課題

● 算数の問題場面で見いだしたこ
とを、図形の構成要素に着目して、
論理的に考察する。
● 除法の式を、並べてできた形と関
連付け、角の大きさを基に、式の
意味の説明を記述する。

これからの指導の方向性

図や式などを用いて問題を解決し、児童が互いに図や式の意味を解釈し説明し合う
活動を設ける。

また、その際式の意味について過不足なく説明できているかどうかを児童どうしが確
認できるようにする。



児童アンケート 質 問 （１１・１２）

課題が見られる設問

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見た
り、聞いたりしますか。（勉強のためのテ
レビやビデオ・ＤＶＤを見る時間、テレビ
ゲームをする時間は除く）

普段（月～金曜日）、１日当たりどれくら
いの時間、テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やス
マートフォンを使ったゲームも含む）をし
ますか。

テレビやビデオ・ＤＶＤ
４時間以上 ２２．３％
３時間以上４時間未満 ２０．７％

テレビゲーム
４時間以上 １４．０％
３時間以上４時間未満 １７．４％

考えられる課題

● 生活リズムの乱れ。
● 家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立。

家庭学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。



児童アンケート 質 問 （１５・１７）

課題が見られる設問

土曜日や日曜日など学校が休みの日
に、１日当たりどれくらいの時間、勉強を
しますか。（学習塾で勉強している時間
や家庭教師に教わっている時間も含む）

学校の授業時間以外に、普段（月～金
曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読
書をしますか。（教科書や参考書、漫画
や雑誌は除く）

１日当たりの勉強時間
１時間未満 ３８．０％
全くしない ３２．２％

１日当たりの読書時間
１０分未満 ３０．６％
全くしない ２７．３％

考えられる課題

● 生活リズムの乱れ。

● 家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立。

家庭学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。



児童アンケート 質 問 （２１・２３・２４）

課題が見られる設問

家で、自分で計画を立てて勉強をして
いますか。

家で、学校の授業の予習をしています
か。

家で、学校の授業の復習をしています
か。

計画を立てて勉強
あまりしていない ３８．０％
全くしていない ２０．７％

授業の予習
あまりしていない ３８．８％
全くしていない ３７．２％

授業の復習
あまりしていない ３２．２％
全くしていない ３９．７％

考えられる課題

● 基本的な生活習慣が確立されていない。
● 家庭学習が習慣化されていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立。

家庭学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。



児童アンケート 質 問 （２５）

課題が見られる設問

家で、予習・復習やテスト勉強などの自
主学習において、教科書を使いながら学
習していますか。

あまりしていない ２７．３％
全くしていない ３３．１％

考えられる課題

● 具体的な家庭学習の方法が定着し
ていない。

これからの指導の方向性

家庭学習チャレンジ週間の取組み等を通した、基本的な生活習慣の確立及び家庭
学習の習慣化と基本的な生活リズムの定着。

「家庭学習の手引き」を活用して、家庭と連携を図りつつ具体的な家庭学習の方法
を定着させる。



児童アンケート 質 問 （６４）

課題が見られる設問

読書は好きですか。

どちらかといえば当てはまらない ２７．３％
当てはまらない １４．９％

考えられる課題

● 読書に親しむ機会が不足している。

● 家庭学習の習慣化。

これからの指導の方向性

「めざせ１００冊！」や読書週間等の取組みを通した、読書指導の推進と充実。

読み聞かせや図書の紹介等を取り入れた、図書の時間の工夫。

図書室や図書館の活用についての指導の充実。


